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副
」
昨
年
春
か
あ
行
は
れ
た
鮭
稚
魚
位
行
曾
は
今
脊
劃
期

一
四
一
一
間

ι行
は
れ
各
地
で
多
大
の
効
果
を
牧
め
た
。
管
施
の

一
同
一
朕
践
を
各
支
場
別
に
見
る
と

渡
島
八
雲
事
業
場
(
五
・
一

O
U
知
内
事
業
場
ハ
六
・
一

O
)
 

千
歳
支
場
ハ
五
・
一
五
ゾ
染
退
事
業
場
ハ
四
・
一
八
)
一
一
一

ゆ
石
市
事
業
場
(
四
・
二
一
〉
元
浦
河
事
業
場
ハ
四
・
一

一
一
一
)
幌
別
事
業
場
ハ
四
・
一
四
)
勇
挽
事
業
場
(
四

.
二
ハ
)
敷
生
富
市
業
場
ハ
四
・
一
七
〉
支
勿
糊
事
業

場
ハ
四
・
下
旬
〉

頓
別
事
業
場
(
四
・
一
)
一
晋
江
事
業
場
(
四
・
一
五
)

名
寄
事
業
場
ハ
四
・
一
七
)

支
場
ハ
四
・
二
五
)
釧
路
事
業
場
(
四
・
一
五
〉

支
出
明
ハ
凹
・
]
八
)
腕
内
事
業
場
ハ
凹
・
一
一
一
一
〉
湧

別
事
契
場
ハ
四
・
一
四
)
斜
里
事
業
場
ハ
凹
・
ご

O
)

宕
毘
別
事
業
場
(
問
・
三
五
)
時
間
治
事
業
場
ハ
五
・

五
)
務
懇
・
事
業
場
(
五
・
六
U

網
走
事
業
場
(
五
・

一O〉
ハ
五
月
上
旬
)
間
際
津
事
業
場
、
品
目
同
腕
事
業
場
、
譲
別

天
塩

北十
見勝

事
業
場

以
上
二
七
ケ
所
が
賞
施
し
て
を
り
、
移
動
映
重
加
は
天
塩
、
北

見
、
十
勝
の
ご
一
支
場
管
内
を
二
十
円
間

ι旦
っ
て
巡
回
計
一
一
一

ケ
所
、
一
万
人
の
観
客
を
集
め
た
ほ
か
、
千
歳
支
場
、
知
内

事
業
場
、
八
雲
町
、
長
万
部
町
に
移
動
し
、
阪
別
、
十
勝
、
千

歳
、
天
協
の
各
管
内
で
は
別
に
グ
鮭
w
H

を
上
映
し
て
効
果
を
牧

め
た
。

特
に
批
行
品
開
を
混
じ
て
異
色
を
放
っ
た
の
は
八
雲
一
事
業
場
で

「
稚
魚
祭
」
と
し
て
開
催
さ
れ
、
伯
仲
の
絹
に
つ
L

ま
れ
た
ト
ラ

ッ
ク
の
符
頭
宣
侍
隊
以
周
囲
の
村
記
組
り
、
ア
ー
チ
?
た
で
、

帯
保
、
座
談
合
を
行
っ
て
反
響
そ
呼
び
、
千
歳
一
文
場
で
は
N
-

H
-
K
テ
混
じ
て
録
音
放
送
を
行
い
ご
回
に
一
旦
っ
て
紋
迭
を
行

っ
た
。
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